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データを活用することの価値

企業にとって、社内システムに長い期間蓄

積されてきたデータは大切な資産である。情

報として価値のあるデータは、簡単に入手で

きるものではなく、データの分析といったノ

ウハウも含まれている。しかし、この資産は

単に蓄積しているだけでは、情報としての価

値を生み出すことができない。積極的に活用

することで、データを蓄積した意味がある。

この資産の利用方法にもいくつかある。す

でに蓄積されたデータを分析すること、ある

いは現在運用中のデータを誰でも閲覧ができ

ること、リアルタイムにデータを収集して変

化を観察することなどである。商品データベ

ースを例にとって考えてみる。商品データベ

ースには、商品の紹介、人気動向、在庫状

況、売り上げ件数といったデータが蓄積され

ているだろう。データは、企業の中で営業担

当や商品開発担当といったさまざまなユーザ

ーが参照することになる。データの解析やデ

ータの入力、現在のデータ状況などを各担当

者が違う観点から行うのである。

ここで考えなければならないのは、データ

の参照場所やデータを閲覧できる人について

である。既存システムでは参照する場所は専

用の端末があるところに限られていた。これに

よってデータを閲覧できる人も限られていた。

どこでも参照できることの価値

外出先からPHSと携帯端末を使って会社

のウェブページにアクセスできるとする。この

ページでデータベースに蓄積されている人気

商品の在庫状況データを確認できれば、顧客

と安心して納期や商品個数の打ち合わせがで

きる。ウェブページへのアクセスがユーザー認

証などによってガードされていれば、セキュリ

ティーの面でも安心だ。

このようなシステムが実現されれば、商品

の引き当てから発注、受注、発送の手続きま

でを、その場で瞬時に済ませてしまえる。企業

で使われていた既存のシステムとウェブが連

携することによって、時や場所、端末といった

環境を考えずに、欲しい情報が手に入れられ

るようになる（図1）。昔のような電話による伝

言ゲームの営業行為とは比べものにならない。

企業内情報はインターネットにも
活かせる

企業におけるウェブは、製品の広報宣伝活

動の場であることが多い。このウェブページ

データベースはデータを蓄積することが主体で、特定のシステムで特定のソフトを使って参照や更新をすることが常識であっ
た。逆にウェブはオープンなプラットフォームで、WWWブラウザーさえあれば、どこからでもサーバーにあるデータを参照で
きる。この2つの技術が融合すれば、データベースに蓄積されたデータをより有効に活用できるようになるだろう。ウェブの
ような技術によって広く活用され参照されるデータベースこそリソースとしての意義や真髄が発揮できるからだ。今回は、こ
のデータベースとウェブの連携に着目し、連携のための技術と最近出始めたデータベースとウェブサーバーを簡単に連携でき
るようなソフトについて解説していこう。

山本 淳 富士ソフトABC株式会社技術調査室室長（yamamoto@fsi.co.jp） スタッフ：島村裕之

【セミナー】

データベースを活かす
ダイナミックウェブサイト
企業データに情報としての価値を与えるのはウェブだった
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図1. データベースとウェブの連携によってWWWブラウザーでデータ参照可能
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を一から作成するのは、非常に手間がかかる。

社内システムでは、商品管理用にデータベー

スを持っていて、そこにはさまざまな情報が

詰まっているというのに、外部に向けての情

報発信にこれを活用しない手はない。社内用

と社外用といった情報を完全に二手に分けて

作るのは、情報を活用しているとは言い難い。

ウェブとデータベースが連携すれば、既存の

情報を生かしたウェブページが生成され、作

成者の負担は軽減される（図2）。

また、「宣伝」という意味では、ウェブペ

ージを何人が見たか、何人が購入したか、何

人が反応を示したかといった数字は非常に貴

重であり、すぐさま情報として管理しておき

たい。特に新しい製品を発表する場合などは、

喉から手が出るほど着目したい情報だろう。

もしウェブとデータベースが連動しているなら

ば、既存のシステムにある商品データベース

と連動しながら、このような情報がリアルタ

イムに更新されていくのだ。

データベース端末の開発コストが
削減される

今まで述べたようなデータベースの活用は、

従来のシステムでは考えられなかったことだ。

では何が変わったのだろうか。それは、デー

タベースの開発とフロントエンドインターフェ

イスの開発だろう。

従来のデータベースでは、データベースに

アクセスするのに、専用の端末か、少なくと

もPCにインストールする専用のソフトが必要

であった。これでは、情報に自由度を期待し

ても限られた範囲でしかデータを操作できな

い。一方でWWWブラウザーというオープン

なプラットフォームで稼動するビューアーが出

現した。しかし、WWWブラウザーにはデー

タベースにアクセスする機能はない。そこで、

両者の問題を解決する方法が考えられた。ウ

ェブサーバー側にデータベースと連携するよ

うな機能を持たせることによって、WWWブ

ラウザーにデータベースの情報を表示させる

というものだ。この方法使えば、データ表示

のレイアウトをサーバー側ですべて管理する

ことができ、変更があってもサーバー側にあ

るHTMLファイル、もしくはHTMLを生成す

るようなアプリケーションを差し替えるだけで

済む。今までのように、端末側で設定を変え

るか、さもなければ新しいソフトをインストー

ルしなければならなかった場合と比べて、膨

大なメンテナンスのためのコストを大きく削

減できるのだ。

データベースとウェブの連携によっ
て生まれる魅力的なウェブサイト

データベースソフトを利用してウェブサイト

の構築を自動化することは、さまざまな範囲に

応用できると考えられている。単純な情報を

発信するだけでも、自動化ツールと組み合わ

せることによって労力が軽減されるだけでな

く、加工の仕方を変えることによって情報の

価値が数倍にも高まることが見込まれている。

蓄積された企業データの活用方法は昔から

の課題になっていたが、データベースとウェ

ブサーバーの連携機能により、アイデア次第

で革新的な使い方が考えられてきた。

実際に最近はやりのプッシュ技術と連動し

たニュースサイトとか、オンラインショッピン

グやチケット予約システム、地図などの画像

を組み合わせた情報システムなど、インタラ

クティブにユーザーと情報を交換しながら稼

動しているダイナミックウェブサイトは、すで

に山のようにたくさんあるのだ。

インターネット技術の普及とソフトウェアの

充実によって、WWWブラウザーさえ用意で

きればどんな環境でもデータベースにアクセス

できるようになった。配布の手間や運用コス

トを考えても、情報はデータベースで集中管

理され、ユーザーからの要求によって動的に

ページを自動生成する仕組みは、システム化さ

れた企業にとって不可欠であると考えられる。

連携を可能にする3つの技術

ウェブが出現した時点で、データベースと

の連携ができることは多くの技術者が知り得

ていたことだが、開発の手間や高度な技術を

要求するものであった。ところが、ここにき

てデータベースをもとに検索したり並べ替え

たりした結果をウェブページに表示するため

の仕組みを持った技術が続々と登場してきた。

データベースからデータを抽出し、そのデ

ータをウェブページに変換するようなアプリケ

ーションを作成する場合、連携の部分に関し
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図2. データベースとウェブの連携によって社内情報を有効活用
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ては、難しいことを考えなくても簡単に実現

できるような連携技術が考えられている。そ

のため、開発が非常に楽になっている。

そこで、技術的な側面から、データベース

とウェブサーバーの連携について簡単に触れ

てみる。データベースを提供するベンダーや

ウェブサーバーを提供するベンダーから、さ

まざまな連携技術が用意されている。代表的

なものをいくつか挙げてみる。これらは、大

規模システムのデータベース＝ウェブ連携で

も利用されているものである。

もともとのウェブサーバーの標準には、そ

れ自身がデータベースと連携する機能は用意

されていない。そこでデータベースベンダーや

ウェブサーバーベンダーは独自の機能を追加

して、データベースとウェブサーバーを連携さ

せる仕組みを提供してきている。根本的な考

え方は同じだが、そこでとられているアプロー

チはそれぞれ異なり、互換性がある部分とな

い部分に分かれているので注意が必要である。

●CGIによる連携

最初に紹介するのは、「CGI（Common

Gateway Interface）」 あ る い は 「 SSI

（Server Side Include）」と呼ばれるもので、

データベースに限らずウェブサーバーと外部

のプログラムを連携させるときに一般的に用

いられている技術である（図3）。

CGIではHTMLのタグの中に実行プログラ

ムの名前を埋め込み、ユーザーからの要求に

よってそのプログラムをサーバー上で実行さ

せて、処理結果を表示するHTML文書を生

成する。SSIではHTMLの中に直接実行コマ

ンドやテキストを書き込んで、その部分をコ

マンドの出力結果やテキスト内容と直接置き

換えてしまう。どちらも最終的には生成され

たHTML文書がWWWブラウザーに表示され

る。データベースサーバーとの連携を例にと

ると、起動されたCGIやSSIのプログラムの

中でデータベースと接続してから、SQL文と

処理手順を送信する。データベースでは要求

に基づいてデータの検索や追加、削除、更新

などの処理を実行して結果を返信する。CGI

やSSIのプログラムは処理結果をHTML文書

に変換して、さらにWWWブラウザーに戻る

という手順を踏む。

CGIやSSIのプログラムはウェブサーバー上

で実行されるプログラムとして書かれており、

プログラム言語には依存しない。言語の代表

的なものにPerl言語やC言語などがあるが、

ほとんどのウェブサーバー上で動作が可能で

あり、移植性も高い。移植性を意識しなけれ

ば、通常の外部コマンドでさえ、実行するこ

とが可能である。

しかしCGIやSSIのプログラムでは、ユーザ

ーからの要求ごとにサーバー上のプロセスを

起動して実行されるため、ウェブサーバーに

大きな負荷がかかり、処理も遅くなる。同時

に起動できるプロセス数にも制限があり、プ

ロセス起動中は通信の回線を独占してしまう。

またHTMLファイルをサーバー側でいったん

読み込んで解釈を行ってから必要な変換を行

ったのちに転送しなければならないなどの問

題もあり、当然CGIプログラム開発のための

高度なスキルが必要になる。

●SAPIによる連携

CGIプログラムの欠点を解決するためにウ

ェブサーバーベンダーが考えた仕組みが、

「SAPI（ Server Application Programming

Interface）」である。ネットスケープ社の

「 NSAPI（ Netscape Server Application

Programming Interface）」や、マイクロソフ

ト社の「ISAPI（Internet Server Application

Programming Interface）」が有名である。

SAPIではCGIプログラムのようなプロセス

起動ではなく、「 DLL（ Dynamic Link

Library）」と呼ばれる動的ライブラリー技術

を利用しており、ウェブサーバーと同じプロ

グラム空間で実行されるため、サーバーマシ

ンの負荷も小さく、速度も高速である。機能

的にはCGIプログラムと同等の仕組みで実現

されているが、各社が独自の機能を組み込ん

でいるために互換性がなく、それぞれのウェ

ブサーバーに特化したプログラムを開発しな

ければならない。こういった問題を持ってい

るものの、現在ではISAPIなどはデファクト

スタンダードとして後述のデータベースとウェ

ブを連携させるアプリケーションサーバーに標

準で装備されていることが多い。

マイクロソフト社が提供しているウェブサ

ーバーソフトである「 I I S（ I n t e r n e t

Information Server）」には、最初のバージョ

ンであるIIS1.0時代から、ISAPIを利用した

「IDC（Internet Database Connector）」と呼

ばれるデータベースアクセス用の独自のゲー
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トウェイプログラムが組み込まれている（図4）。

IDCにおいては、HTMLのタグの中にIDC

ファイル名を埋め込んでおき、アプリケーシ

ョン開発者はIDCファイルを作成してサーバ

ー側に置いておく。IDCファイルには、ウィ

ンドウズでは標準となっている「ODBC

（Open DataBase Connectivity）」の接続設

定と実データベースとのやり取りを定義した

SQL文、処理結果は表示させるためのHTML

テンプレートであるHTXファイル名などが記

述されている。ユーザーからの要求に従って、

ODBC経由でデータベースに接続してSQL文

で記述された処理を実行し、HTXファイルに

従って処理結果をHTML文書として生成す

る。複雑な処理を記述できないが、データベ

ースへの接続を簡単に高速に実現できる。

●ASPによる連携

マイクロソフト社のIIS3 .0には「ASP

（Active Server Pages）」と呼ばれる動的ウェ

ブアプリケーションを構築する技術が組み込

まれている（図5）。HTMLファイルを拡張し

て、ウェブサーバー側のアプリケーションとし

て何らかの処理を施すスクリプトやコンポー

ネントを用意し、ユーザーからの要求を高性能

なウェブサーバー上で処理する仕組みである。

ユーザーからの要求はIISの拡張モジュールで

あるASPに渡され、ASPファイルに書かれた

スクリプトやサーバーサイドのコンポーネント

によって処理を行う。実行された処理結果は

HTML文書として返されるため、WWWブラ

ウザーには依存しない処理が実現可能になる。

ASPには「ADO（Active Database Object）」

と呼ばれるデータベースアクセスのために設計

された、簡単な指定で高速かつメモリー消費

量とディスク容量が少なくても動作する高性

能のActiveXコントロールが標準で用意され

ている。そのほか、要求される能力と特徴に応

じてSQL Serverなどと組み合わせることによ

りADO以外のアプローチの選択も可能となっ

ている。高機能のデータベースを処理するた

めに用意されたさまざまな機能と属性、柔軟

さによって、データベース連携のための新し

いアプローチを開いたといって過言ではない。

これらのほかにも、オラクル社やサイベー

ス社といった有力データベースベンダーは、そ

れぞれ独自のデータベースとウェブサーバーの

連携技術を提供している。

データベースとウェブの連携技術
は日々刻 と々進歩する

ASPのような新しい技術の特徴は、高性能

で信頼性の高い仕組みを続々と取り入れてい

ることにある。もともとウェブサーバーと

WWWブラウザーの間の通信は、HTTP

（HyperText Transfer Protocol）と呼ばれる

プロトコルで実現されている。WWWブラウ

ザーは表示させたいページのリクエストをウェ

ブサーバーに送り、そのリクエストに応える

形でウェブサーバーはWWWブラウザーにペ

ージを配信する。一度WWWブラウザーにペ

ージが表示されると、WWWブラウザーとウ

ェブサーバーの通信は終了してしまう。この

ため、ユーザーがどのページからどのページに

移動したといった連続的なユーザーのステー

タスを管理するには向いていない。データベ

ースと連動しているページからまったく別の

ページにジャンプしてしまえば、その状態を

把握していないため、WWWブラウザーやデ

ータベースは処理を続けることができなくな

ってしまう。「Cookie」と呼ばれる手法を使

ってこういったユーザーのステータスを管理す

る方法もあるが、プログラムですべての状態

を管理しなければならず、複雑な手順を踏ん

だり、WWWブラウザーのほうで使用しない

設定になっていたりすると利用できないなど、

使い難い点も多い。

この機能が必要とされる例としては、通信

販売でユーザーが好みの購入希望商品に印を

付けることを考えるとよい。何もしないとペ

ージが変わった途端に印は消えてしまうので、

この機能を使用しない場合は、すべての商品

を1ページ内に展示しなければならない。それ

に備えたのがこれらの機能である。ただ、覚え

ておくだけでは障害時の問題を回避できない。
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ASPではアプリケーションやセッションと

いう概念を導入して、ユーザーの一貫した持

続的な操作を監視し、ほかのページへアクセ

スが移ってタイムアウトした場合には、セッシ

ョンを切る仕組みも用意している。

データベースとウェブサーバー、WWWブ

ラウザーなどを取り巻く技術は、日々刻々と

進歩を見せている。さまざまなアプローチが

とられ、同じことを実現するにもいくつかの

方法の中から選択できる。

連携技術をうまく使えば多くの
メリットが生まれる

ここまで紹介してきた技術は、データベー

スとウェブサーバーの連携における基本的な

部分を押さえてきたわけだが、そこで使われ

ている仕組みはソフトウェア関係を職業とし

ている技術者向けの高度なPerl言語、C言語

を前定としている部分が多い。Visual Basic

ScriptやJava Scriptに代表される比較的手軽

なスクリプト言語も登場してきているが、ま

だまだ一般のユーザーには敷居の高いものに

なっている。しかし、多くのユーザーがこの

ような高度な技術を使うことなく比較的簡単

にデータベースとウェブサーバーとの連携を実

現するソフトウェアが出はじめているのが現

実だ。これらのソフトウェアは、この項で挙

げたような技術をラッピングし、ある程度の

知識さえあれば、容易に連携のためのアプリ

ケーションを作成できる機能を提供している。

ウェブページを作成する労力を軽減させる

のが目的であるのに、自動生成させるための

アプリケーションに時間をかけて作成するの

は本末転倒である。ここで述べたような技術

的バックグラウンドをよく理解したうえで、連

携のためのツールを使えば、開発する時間が

さらに削減されるのは間違いない。

前述にあるように、特有のアプリケーショ

ンをクライアント側に持つ必要がないので、

サーバー側の改良修正だけですべてのクライ

アントに反映されること、ブラウザーのプラッ

トフォームを選ばない、最低限必要なキーと

結果のみでSQLなどの余分なデータがクライ

アント側からインターネット上を飛び交わな

い、メンテナンスのための仕組みを集中できる

など、副作用というにはもったいないくらいの

利点があり、これらを数えあげればきりがない。

次の項では、データベースとウェブの連携

を簡単に実現できるツールを紹介する。

独自の技術を取り入れた
連携ソフトがアプリケーション
開発をさらに容易にする

データベースとウェブを連携させる技術は、

前述のようにさまざまである。ここで紹介す

るツールも多くは独自の技術を取り入れるこ

とによって、データベースとの連携を高速に

している。残念ながら、多くのツールはデー

タベースからデータを抽出するために必要な

SQLの知識は必要になる場合が多い（ただし

データベース専用のクライアントソフトを作

るよりは、だいぶ楽になってきている）。

またアプリケーションを作成する手段もそれ

ぞれ異なる。独自の言語や独自のツールを使

ってある程度のフォーマットをWYSIWYGで

作成できるものもある。

●アレイヤ社「Cold Fusion 3.0」

アレイヤ社のCold Fusionはウェブサーバー

とデータベースとの連携やインタラクティブな

ウェブアプリケーションの構築を目指したア

プリケーションサーバーと、そのホームページ

の作成をする開発支援ツールから構成されて

いる（図6）。Cold Fusion 3.0アプリケーショ

ンサーバーは、サーバー上のCFML（Cold

Fusion Markup Language） と呼ばれる

HTMLに似たタグベースの非常に簡単な言語

を通して、ウェブアプリケーションやデータベ

ースとの連携を実現する。データベースへの

アクセスにはODBCを用いる。CFMLはサー

バープロセスをカプセル化することによって容

易にアプリケーション開発が可能であり、サ

ーバーサイドでの処理によってWWWブラウ

ザーなどを選ばずに動作する。CFMLはそれ

自体で300ほどのプログラムを用意しており、

アプリケーションを開発するのには標準のタ

グで十分である。またカスタマイズも可能で、

C++言語で独自のタグを開発できる。強力で
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簡単な言語仕様を持ち、マイクロソフト社の

COM/DCOM技術、ActiveXコンポーネント

やJavaのコンポーネントを標準で装備してお

り、さらにLDAPやe-mailとの連携機能を持

ったパワフルなサーバーである。

Cold Fusion 3.0の評価版がアレイヤ社のウ

ェブサイトよりダウンロードできる。

問い合わせ先
アレイヤサポートセンター
03-5684-5600
http://www.allaire.co.jp/

●ソフトフロント社「Web.FRONT」

ソフトフロント社が販売している

Web.FRONTは、Web.FRONTサーバーと

Web.FRONTコンポーザーの2製品で構成さ

れている。Web.FRONTサーバーはウェブサ

ーバーとして動作し、ODBCドライバーを通

じてデータベースにアクセスする。また、サー

バーサイドで動作するスクリプトとして、マ

イクロソフト社の「Visual Basic Script」が動

作し、CGIを利用しないことから快適な動作

が可能である。

Web.FRONTコンポーザーは、データベー

スと連携したホームページを作成するツール

である。特筆すべきは、GUIベースでWWW

ブラウザーの表示画面の作成が可能であり、

厄介な検索条件の入力もGUIベースででき

る。簡単がキーワードになっていることから

も、初心者でも簡単にデータベースと連携し

たホームページが作成できるように工夫され

ている。

問い合わせ先
ソフトフロント社
http://www.softfront.co.jp/webfront/

●マイクロソフト社「Visual InterDev 1.0」

少しプロの開発者向けの製品だが、マイク

ロソフト社がASP環境でのウェブアプリケー

ション開発を主眼において投入したのが

Visual InterDev 1.0である。

Visual InterDevは、マイクロソフト社の統

合開発環境である「Visual Studio 97」の中の

一製品として登場し、他のプログラミング言

語である「Visual C++」や「Visual Basic、

Visual J++」と密接な関係を持ち、操作性も

統一された同じ「Developer Studio」と呼ば

れるユーザーインターフェイスを持っている。

先ほど紹介したパワフルなADOを利用して

簡単にデータベースにアクセスするアプリケー

ションを開発することが可能で、ODBCを通

して主なデータベースに接続できるようにな

っている。ASPはNTサーバーだけでなく、

NTワークステーションやウィンドウズ95でも

動作し、ODBCを通してAccessなどとの連

携が簡単にできるので、マイクロソフト社の

製品になじみが深い方々にはぜひ試してほし

いツールである。

問い合わせ先
マイクロソフト株式会社
http://www.microsoft.com/japan/developer/
vinterdev/

●内田洋行「Tango」

データベースとウェブサーバーを連携させ

るプログラムであるTango Applicationサーバ

ー（Tango acgi）とその開発ツールである

Tangoエディターから構成されている。

Tango acgiはCGIに準拠したウェブサーバー

からデータベースに接続するためのツールで、

Tangoエディターを使って書かれたデータベ

ースから情報を抽出するためのドキュメント

ファイルを読み込んで、データベースとの接

続を簡単に実現できるようになっている。ド

ラッグ&ドロップの簡単な操作でドキュメン

トファイルが生成でき、カスタムCGIで作成

されたものと同等の機能をわずかな時間の中

で実現できる。

問い合わせ先
内田洋行
http://butler.uchida.co.jp/

これら以外にもデータベースとウェブサー

バーを連携して動作させるためのソフトウェ

アや開発ツールがいくつかあるが、いずれも

基本的な部分をカプセル化することで、簡単

な操作でパワフルな処理を実行できるのが特

徴である。
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